
ューも限られています｡ ですが､ 限
られた練習メニュー１つ１つを一生
懸命に取り組み､ 総体では､ １つで
も多く良い試合をしたいです｡

私達は今まで指導してくださった
方に感謝し､ 自分達の努力が無駄に

ならないよ
うにチーム
一丸となっ
て頑張りた
いと思いま
す｡

３年間の練習の成果をこの総体で
精一杯だしきり､ 一回戦でも多く勝
てるように頑張ろうと思います｡

僕たち３年生は､ この大会で最後
となるので､ 今までやってきた練習
の成果を十
分 に 発 揮
し､ 自分の
力を出しき
って､ 今ま
で教えてく
ださった先生方､ また後輩のために
もインターハイや国体を目指して頑
張りたいです｡

今年度１年生男子が５名入部し､
高校総体ではシングル､ ペア､ フォ
アの各部門で出場します｡ 全員初心
者なので､ 期待はできませんが､ 全
員完漕目指して頑張ります｡

空手道の高校総体は､ 箕島高校で
行われます｡ 私たちは､ この総体に

むけて毎日
練習に励ん
できました｡
今年は､ 新
入部員が入
り､ 女子は
団体戦に出

場することになりました｡ 私たち３
年生にとってはこの総体は最後の大
会なので､ 一生懸命がんばりたいと
思います｡

私たちラグビー部は､ ２年間の同
好会を経て､ この４月より部に昇格
しました｡ 春季大会兼国体予選は､
５月29日 (日) 新宮高校で開催され
ます｡ 対戦相手は､ 那賀高校です｡
１回戦を突破して､ 優勝候補の和歌
山工業と対戦したいと思っています｡
粘り強くチーム一丸となって頑張り
ますので応援よろしくお願いします｡

私たち３年生は２人しかいません｡
１年生のときはまともな練習もでき
なくて合同チームでしか試合ができ
ませんでした｡ しかし今では新翔高

校として公
式戦に出ら
れるように
な り ま し
た｡ 新翔高
校として総

体に出られるのは最後なので､ 悔い
のないように精一杯がんばりたいと
思います｡

僕達が高校野球をできるのも､ あ
と２か月になりました｡ このチーム
で野球ができるのもあと少しなので､
悔いの残らないようにしたいと思い
ます｡ そして､ 先生方との ｢約束｣
を果たすために､ チーム一丸となっ
て頑張りたいと思います｡ 僕達の目
標は､ ｢一つでも多く勝って､ 紀三
井寺で校歌を歌うこと｣ です｡

私たち弓道部は､ ここ数年よい成
績を残せずにいましたが､ 昨年の夏､
近畿大会出場者を出すことができま
した｡ これは､ 私たちにとって大き
な進歩だと思います｡ 部員の意識も
高まり､ 練習の環境も向上しました｡
今回の総体では､ 自分たちの練習の
成果を十分に発揮し､ 精一杯頑張っ
てきます｡ 応援､ よろしくお願いい
たします｡

僕たち３年生は､ 去年先輩が引退
してから部員７人マネージャー３人
という人数で頑張ってきました｡ 人
数が少ないということは不利なので
すが､ その分結束力が強く､ まとま
り の あ る
チームにな
ったと思い
ます｡ 和歌
山市や紀北
の 高 校 は
小・中学校からの経験者がいて､ 高
校から始めた僕たちがそのチームに
勝つことはとても厳しい状況です｡
しかし､ 自分たちも厳しい練習を一
生懸命頑張り､ 乗り越えてきたので､
大会では1つでも多く勝てるよう精
一杯頑張りたいと思います｡

私たち剣道部は現在､ 部員が２人
しかいません｡ そのため､ 練習メニ
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平
成
23
年
度
前
期
生
徒
総

会
が
５
月
６
日
の
６
限
目
、

本
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
活

動
報
告
、
決
算
報
告
の
あ

と
、
本
年
度
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
生
徒
会
長
な
ど
執
行
部

の
選
挙
も
あ
り
、
信
任
投
票

で
新
陣
容
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
日
は
、
平
成
22
年
度

後
期
生
徒
会
副
会
長
の
浦
平

勝
利
君
の
司
会
で
、
議
長
団

緊
急
地
震
速
報
発
令
に
よ

る
避
難
訓
練
が
４
月
22
日
に

行
わ
れ
た
。
同
日
13
時
25
分

に
東
南
海
・
南
海
地
震
が
発

生
し
、
震
度
６
弱
の
揺
れ
が

10
秒
後
に
あ
る
と
い
う
設
定
。

３
月
11
日
に
東
北
地
方
で
発

生
し
た
地
震
に
よ
る
教
訓
を

生
か
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
避

難
場
所
と
し
て
い
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
プ
ー
ル
周
辺
に
変

更
。
さ
ら
に
、
そ
の
地
震
の

救
助
に
参
加
し
た
新
宮
消
防

本
部
の
消
防
署
員
か
ら
体
験

談
を
聞
い
た
。

緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
る

と
、
揺
れ
が
起
こ
る
ま
で
の

10
秒
の
間
に
生
徒
は
机
の
下

に
身
を
か
く
し
、
教
員
は
出

口
の
確
保
を
し
た
後
、
教
卓

に
身
を
か
く
す
こ
と
か
ら
行

動
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
の

避
難
行
動
は
予
定
通
り
実
施

で
き
た
が
、
集
合
時
点
か
ら

降
雨
が
あ
り
、
予
定
を
変
更

し
、
体
育
館
に
素
早
く
移
動

し
た
。

体
育
館
で
は
、
学
校
長
お

よ
び
新
宮
消
防
本
部
か
ら
講

評
が
行
わ
れ
、
避
難
な
ど
の

際
は
も
っ
と
緊
張
感
を
持
っ

て
行
動
す
る
よ
う
指
導
。
こ

の
あ
と
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
救
助
活
動
な
ど
に

あ
た
っ
た
新
宮
消
防
署
員
２

人
か
ら
体
験
談
が
あ
っ
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
急
な

降
雨
に
よ
り
、
学
年
別
の
消

防
訓
練
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
が
、
生
徒
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
講
評
で
指
摘

の
あ
っ
た
避
難
行
動
や
集
合

状
況
で
の
反
省
点
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
消
防
署
員
に
よ
る
体

験
談
で
は
、
テ
レ
ビ
の
映
像

よ
り
も
被
害
の
大
き
さ
を
実

感
し
た
こ
と
や
、
こ
の
地
域

で
も
大
き
な
地
震
が
起
こ
れ

ば
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

に
３
年
生
の
西
中
康
隆
君
と

栗
須
貴
嗣
君
が
選
出
さ
れ
、

二
人
の
議
事
進
行
に
よ
り
、

生
徒
会
長
の
汐
崎
達
也
君
か

ら
、
22
年
度
生
徒
会
活
動
の

経
過
報
告
、
副
会
長
の
二
見

洸
樹
君
か
ら
平
成
22
年
度
決

算
報
告
、
会
計
の
畑
上
裕
祐

君
か
ら
平
成
23
年
度
予
算
案

の
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
23
年
度
前
期
生

徒
会
役
員
の
立
ち
合
い
演
説

会
と
投
票
が
行
わ
れ
た
。
会

長
候
補
で
前
年
度
後
期
副
会

長
の
二
見
洸
樹
君
は｢

校
内

美
化
の
継
続
を
し
た
い｣

、

副
会
長
候
補
で
前
年
度
後
期

会
長
の
汐
崎
達
也
君
は｢

生

徒
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く
挨

拶
で
き
る
学
校
作
り
を
し
た

い｣

、
お
な
じ
く
副
会
長
候
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ラ
グ
ビ
ー
部
は
３
年
前

の
自
主
活
動(

５
名)

か

ら
の
出
発
で
、
そ
の
後
２

年
間
の
同
好
会
活
動
を
経

て
、
こ
の
４
月
よ
り
部
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

同
好
会
１
年
目
公
式
戦

戦
績
全
国
大
会
和
歌
山
予

選

(

11
月)

新
翔
高
校

０
―
60
新
宮
高
校
＝
公
式

戦
初
出
場
。
同
好
会
２
年

目
、
春
季
大
会
兼
国
体
予

選

(

５
月)

１
回
戦
で

新
翔
高
校
34
―
12
新
宮
高

校
、
２
回
戦
敗
退
。
全
国

大
会
和
歌
山
予
選

(

11

月)

１
回
戦
で
、
新
翔
高

校
５
―
31
和
歌
山
北
高
校
。

新
人
大
会(

２
月)

１
回

戦
で
は
、
新
翔
高
校
17
―

５
那
賀
高
校
、
２
回
戦
敗

退
。

本
年
度
、
部
昇
格
１
年

目(

23
年
５
月
13
日
現
在

選
手
20
名
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
３
名
、
計
23
名)

。

春
季
大
会
兼
国
体
予
選
は
、

５
月
29
日(

日)

午
前
11

時
か
ら
新
宮
高
校
で
那
賀

高
校
と
対
戦
し
ま
す
。

部
に
昇
格
す
る
ま
で
に

は
、
解
散
の
危
機
が
幾
度

か
あ
り
ま
し
た
が
、
部
員

の
粘
り
強
さ
、
保
護
者
、

地
域
の
方
の
応
援
に
よ
っ

て
乗
り
越
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

全
国
大
会
和
歌
山
予
選

(

11
月)

ベ
ス
ト
４
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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５月28日 (土) から始まる本年度の高校総体に向け､ 各クラブのキャプテンに決意を

語ってもらった｡ 敬称略｡

�����	
��


29日 (土) 初戦で新人戦ベスト４
の和歌山北高校との対戦になりまし
た｡ 厳しい戦いになりますが､ 新翔

サッカー部は粘り
強く守ることので
きるチームなので､
全員が一丸となっ
て戦いたいです｡
試合を通して集中

し､ 守っていく中でも攻め気を忘れ
ず少ないチャンスを生かし､ 初戦を
突破したいと思います｡

６月17､ 18日に本校プールで高校
総体が行われます｡ この大会で､ 各
種目上位８位までに入れば､ 近畿高
校総体に出場できます｡ 日々の練習
はこの大会で近畿高校総体に出場す
るために努力
してきました｡
近畿高校総体
に出場するこ
とは､ もちろ
ん一つの目標
ですが､ 自分
はまだ２年生なので､ 来年が本当の
意味で勝負の年です｡ 今年の大会で
は､ 近畿高校総体につながるレース
をし､ 近畿高校総体では来年度のこ
の試合を見据えたレースをし､ これ
からにつなげられるようなタイムを
出したいです｡

６月４日から６月６日まで紀三井
寺陸上競技場において高校総体が行
われます｡ この総体に向けて､ 人数
が少ない中､ 長い休みに入ると合宿
を行ったり､ 土曜日には近隣の新宮
高校や串本古座高校などと合同練習
を行って､ 力をつけてきました｡ こ
れまでやってきたことに自信をもっ
て２年生は自己のベスト記録を出せ
るように､ ３年生は今までで一番の
レースになるように頑張ります｡

私たち卓球部の目標は､ 近畿大会
に出場することです｡ この目標に向
けて練習を頑張ってきました｡ 時に
は挫けることがありましたが､ 一生
懸命に取り組み乗り越えてきました｡
卓球をやってこられたのも､ 顧問の
先生をはじめ､ 周りの先生方や両親
の支えがあり感謝の気持ちでいっぱ
いです｡ 私たち３年生は最後の総体
なので､ その感謝の気持ちを忘れず､
今までしてきた努力が無駄にならな
いように精一杯頑張り､ 悔いの残ら
ない大会にしたいと思います｡

私たちバレーボール部は､ 『仲間
を思いやる気持ちとチームプレーを
大切に』 ということを常に心がけて

きました｡
みんなで励
まし､ 支え
合って厳し
い練習も乗
り越えてき
ました｡ 総
体では､ 全

員の気持ちを一つにして､ 悔いの残
らないように全力を尽くし､ 達成感
を味わえるような大会にしたいです｡
応援よろしくお願いします｡

僕たち３年生は今まで良い成績を
残すことができませんでした｡ 高校
生活で最後になるこの総体で､ 練習
の成果と今までの悔しさをすべてぶ
つけたいと思います｡ 僕たちが今こ
のような気持ちで総体に挑めるのも､
これまで支えてくれた両親や顧問の
先生､ 仲間のおかげだと思います｡
チーム一丸となって､ １つのパス､
１つのシュート､ １つのプレー､ そ
してボールに感謝の気持ちを込めて､
悔いの残らないように頑張ります｡
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補
で
前
年
度
後
期
副
会
長
の

浦
平
勝
利
君
は｢

会
長
候
補

の
二
見
君
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

校
内
美
化
の
継
続
を
し
た

い｣

と
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
公
約

を
述
べ
て
続
投
の
意
欲
を
語

り
、
信
任
投
票
の
結
果
３
人

と
も
90
％
以
上
の
信
任
を
得

て
、
新
執
行
部
に
選
ば
れ

た
。

先
日
の
前
期
生
徒
会
役
員
選
挙
で
改
選

さ
れ
た
生
徒
会
執
行
部
の
皆
さ
ん
、
会

長
・
二
見
洸
樹
君
、
副
会
長
・
汐
崎
達
也

君
、
浦
平
勝
利
君(

い
ず
れ
も
３
年)

に
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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(

編
集
室)

選
挙
公
約
に
つ
い

て
、
も
っ
と
具
体
的
に
聞
か
せ
て

下
さ
い
。

｢

清
掃
活
動
を
活
発
に
し
た
い｣

に
つ
い
て

(

二
見
・
浦
平)

生
徒
会
役
員

に
な
っ
た
時
か
ら
ず
っ
と
続
け
て

い
る
毎
週
水
曜
日
放
課
後
の
清
掃

活
動
で
す
が
、
任
期
中
は
必
ず
や

り
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
を
見
か
け
、
い
っ
し
ょ
に

や
ろ
う
と
思
う
人
は
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(

編)
｢

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
の

で
き
る
学
校
に
し
た
い｣

に
つ
い

て
、
汐
崎
君
い
か
が
で
す
か
？

(

汐
崎)

生
徒
た
ち
み
ん
な
が
、

先
生
に
、
地
域
の
人
た
ち
に
積
極

的
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
い

さ
つ
は
す
べ
て
の
基
本
で
す
。
ま

た
、｢

遅
刻
を
し
な
い｣

と
い
う

こ
と
も
心
が
け
て
ほ
し
い
で
す
。

(

編)
｢

前
回
で
き
な
か
っ
た
こ

と｣

と
演
説
会
で
力
説
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
何
？

(

二
見)

文
化
祭
の
日
程
、
舞

台
発
表
の
見
直
し
を
生
徒
、
先
生

方
と
協
議
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

(

編)

そ
の
他
在
任
中
に
や
っ

て
み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

(

二
見
・
汐
崎)

あ
ま
り
活
動

し
て
い
な
い
委
員
会
も
あ
る
の
で
、

活
力
あ
る
委
員
会
活
動
を
目
ざ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

(

編)

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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